
地域という舞台で、活動する楽しみとふれあう喜び 
 

～神栖市読書グループ連合会の活動紹介～ 
 

 昭和 52 年 6 月に発足して以来、幼いお子さんを抱える親子を対象に定期的に読み聞かせを

行い、読書に対する理解を深め、大人と子どもの両者にとって居心地が良く住みやすい地域づ

くりを目的に活動を続けている団体・神栖市読書グループ連合会を訪ね、野村みさ子代表から

お話を伺いました。 

★ 地域住民の交流の架け橋になりたい 

  古くから住んでいる方々と転勤などで新たに越してきた 

方々との交流の橋渡しとなって、融和・安心・安全を目指 

した地域づくりに貢献できるよう、初代会長の須之内初子 

さんを中心に読書と人形劇の活動を始めました。 

 

★ 会員との語り合い・触れ合いが活動の原点です 

  親子で楽しくをモットーに、毎週火曜日に「女性・子ど 

 もセンター」において、読み聞かせ・手遊び・歌などを行っています。市主催のイベントやボ

ランティア活動、県主催の講演会・研修会への参画や、文学にゆかりのある人・場所を訪ねる

「文学散歩」を長年にわたり実施して、会員のスキルアップや親睦も図っています。 

活動を通して会員と語り合い・触れ合う中で、お互いの信頼関係が深まっていくことを肌で

感じています。一人ひとりの素晴らしさ、特に若い方々の発想力に感心しながら、老若男女で

仲良く、楽しく活動しています。 

 

★ 活動の輪が更に大きくなることを願う 

  読書の喜びを知ると、人生の深さと大きさが 

一変してしまうと聞きます。これからの社会を  

担っていく未来っ子のために、大人は参加型に 

留まらずに、発表する側に回って欲しいと思い

ます。 

  ５月には、中学生 13 名が発表にボランティ

アとして参加しました。今後の活動の拡がり、

変化、進展を願っています。 

     読み聞かせ会場の様子 

＜神栖市読書グループ連合会とは＞ 

現在１６のグループで構成され、会員数は約 60 名。そのうち女性が 8 割、男性が 2 割 

 を占めており、方針を決定する役員職にも女性が多数就任しています。常に、男女が協力し 

て役割を担い、地域のボランティア活動へも積極的に参加するなど男女共同参画や子育て支 

援に努めています。平成 22 年の神栖市民フォーラムにおいて、「功労表彰」を受けました。 

平成２２年５月からは茨城県女性団体連盟に加入し、地域の枠を超えた本県における男女 

共同参画社会の推進に貢献しています。 

文学散歩・笠間市にて 

（最前列中央が野村みさ子さん） 



 
 

茨 城 県 の 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 現 状 と 課 題

 本県では、男女共同参画を推進するための取組を進めていますが、未だ、「政策・方針決定過程にお

ける女性の参画が進んでいない」「男女の地位について男女間で意識差がある」「社会進出に関して不

平等感がある」など、様々な課題があります。 

 
１ 男女共同参画社会の意識と実態 

平成２１年の調査によると、社会全体で見た男女の地位について、約７割の人が「男性の方が優遇され

ている」と感じています。また、女性より男性のほうが「平等である」と感じている割合が多く、平等で

あると感じている女性は１割に満たない状況です。 

 
 
２ 県の審議会等における女性委員の占める割合 

 「茨城県男女共同参画基本計画」に定める目標の対象である県の審議会等の数は、平成２３年３月３１

日現在で５６あります。そのうち女性委員を含む審議会等の数は５１です。また、延総委員数７６５人の

うち、２３８人が女性委員数であり、女性比率は３１．１％です。 

なお、県の審議会等における女性委員の占める割合は、平成１２年度を境に全国平均との開きが拡大傾

向にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図２　目標の対象である県の審議会等における女性委員の占める割合の推移
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資料出所：全国/内閣府調べ（調査年月は各都道府県によって異なる。）
　　　　　　　県　/女性青少年課調べ（各年度末現在）

県は、このような現状や社会情勢の変化等をうけて、平成２３年３月に「茨城県男女共同参画基本計画(第

２次)」を策定しました。この計画に基づいて様々な事業を行い、男女共同参画社会の実現を目指していき

ます。 

＜おもな事業＞ 

・男女共同参画チャレンジ支援事業 ・茨城県男女共同参画推進員の設置 ・出前講座の開催 

・女性の海外派遣事業（ハーモニーフライトいばらき） ・パートナーシップ普及事業 



 

  おしゃべりサロンとは、家族、子育て、人づきあ

い、仕事などについて、日頃感じていることや悩み

事などを参加者同士で一緒に話し合う交流、情報交

換の場のことです。 

 どなたでも参加することができ、テーマや進め方

は全く自由です。金曜日の昼間のひとときをくつろ

ぎながら、互いに思いを語り合うことで、悩みの解

消やチャレンジのためのヒントを得るきっかけの場

になることを目指しています。 

 平成２１年１月より開催し、今年で３年目となり

ました。参加者の方々からも、「話しをすることでス

ッキリした」というご感想も頂いています。 

  近年、地域社会との関わりも希薄になっている現

代ではありますが、こうした取り組みを行っていく

ことで、より良い人間関係を築き、新しい可能性を

広げる場となることを願っています。 

 
 
 

 
 

  県女性青少年課では、「茨城県男女共同参画基本

計画（第２次）～いきいき いばらき ハーモニー

プラン～」に基づき男女共同参画の推進を図るため

職員による出前講座を実施しています。日時、場所、

テーマなどは、皆様のご希望に応じたアレンジが可

能です。 

 “そもそも「男女共同参画」ってどういうことな

の？”“ワーク・ライフ・バランスって？”“国や県

では男女共同参画を進めるためにどんなことをし

ているの？”そんな時はぜひ、出前講座をご活用く

ださい。あなたの地域や職場におじゃまします！ 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回 

 

（予定） 
 

日時 平成２４年９月１１日（火） 

   午後１：００～３：００ 

講師 武藤 幸枝氏 

   日本カウンセリング学会認定心理カウンセラー 

   色彩心理セラピスト＆ 

         チャイルドアートセラピスト 

場所 女性プラザ男女共同参画支援室 

受講料 無料 

募集人数 ３０名（先着順） 

第１回 

 

日時 平成２４年６月２６日（火） 

午後１：００～３：００ 

講師 髙信 佳子氏 

フリーアナウンサー 

 （ＩＢＳ茨城放送番組パーソナリティー他）

場所 女性プラザ男女共同参画支援室 

受講料 無料 

募集人数 ３０名（先着順） 

 

 

 

  実施日 テーマ 場所 

第３回 １０／１３（土） ●創業体験者から聞く創業成功のポイント 

第４回 １０／２０（土） 
●成功事例・失敗事例から学ぶ創業のポイント 

●創業計画の立て方と創業に係る融資制度 

第５回 １０／２７（土） 
●創業の動向と心構え、創業・起業に必要な諸手続き 

●創業・起業に必要な会計知識 

第６回 １１月下旬 
●女性のためのカラダ・マネジメント 

 ～健やかに働き続けるために～（仮題） 

第７回 ２５年２月上旬     現   在   調   整   中     

女性プラザ 

男女共同 

参画支援室 

※ 詳細は決まり次第、チラシ等でご案内いたします。

  

                                     

茨城県知事公室女性青少年課                  

女性プラザ男女共同参画支援室                 

〒310-0011 水戸市三の丸１－７－４１            

電話 ０２９（２３３）３９８２                

FAX ０２９（２３３）１３３０                

・水戸駅から日立方面

に向かって徒歩１０分 

・車でお越しの方は三の

丸庁舎（旧県庁舎）の駐

車場をご利用ください。

URLhttp://www.challenge.pref.ibaraki.jp/

 

http://www.challenge.pref.ibaraki.jp/

